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玉宮公民館だより
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玉宮公民館だより

今後の玉宮公民館活動予定につきましては、【玉宮公民館だより】・【玉宮公民館だより号外】にて、

地区の皆様方に、ご案内申し上げます。

第６６号 令和４年８月１日発行

玉宮公民館だより
第7４号 令和5年4月1日発行

玉宮公民館だより
【発行責任者】 玉宮公民館長：廣瀬 文武 主事：廣瀬 政道

今後の玉宮公民館活動予定につきましては、【玉宮公民館だより】・【玉宮公民館だより号外】にて、

地区の皆様方に、ご案内申し上げます。

令和5年2月11日玉宮公民館にて、恒例の2月 俳句教室が、【廣

瀬 博】氏 講師のもと実施されました。

今年度第5回目の教室で、今月は『探梅』・『如月』・『鳥雲に入る』を
兼題に、早春の情景を【俳句】に描写していただきました。会員の

方々が俳句以外にも今回の兼題は、個々の意や思い出があり、会

話に熱がこもっていました。

今年度第6回目は、令和5年3月18日（土） 午後1時30分からです。
兼題は【春めく】・【雪間】・【猫の子】です。会員方々が【何を意、何

を詠み、何を伝えたい】のか、日常生活での絶妙な情景描写・玉宮

地区への意を『俳句』で感じるのが楽しみです。

俳句教室は、第6回で今年度最終（令和4年度）となります。 皆さ
んも『俳句教室』で、直に感じてみませんか。会員以外の方々の参

加も大歓迎です。問い合わせは、館長・主事までご連絡ください。

裏面に、会員皆様のご協力により、令和5年2月11日に実施され
ました【2月 俳句教室】の『俳句』を掲載させていただきました。



甲 州 市 玉 宮 公 民 館 俳 句 教 室 （ 令 和 五 年 二 月 十 一 日 ） 
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